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監督挨拶（新チーム起動）
　APS をご覧の皆様、 いつも大変お世話になっております。 今シー
ズンも PHANTOMS の監督を務めさせていただきます、 長谷川隆
と申します。
　改めまして、 昨シーズンは多大なるご支援ご声援ありがとうござい
ました。 今回は新チームの状況についてご紹介いたします。

　今シーズンの PHANTOMS は、 昨シーズンの入れ替え戦にて残
念ながら敗戦し、 引き続き二部リーグで戦うこととなりました。 改め
て入れ替え戦を振り返りますと、 勝てなかった悔しさや頑張った 4
回生を勝利で終わらせてあげられなかった申し訳なさが一番ではあ
りますが、 率直に対戦相手の南山大学は明らかに一回りも二回り
も強く、 そんな相手に勝てる準備がしっかりとできていなかった、 負
けるべくして負けたと潔くも思っています。
　しかしながら、 二年連続で入れ替え戦の舞台で敗戦し、 涙で
終わるシーズンはこれで終わりにしたいと、 皆で話し合い出した結
論が、 “ 目標を更に高く掲げること ” でした。
　
　今までも、 「一部昇格 ・定着」 という言葉としては高い目標を

掲げていたつもりでしたが、 実際の取り組みとしては 「一部下位校（5 位 6 位）のチームに勝ち、 4 位になり、 入れ替え
戦に出場しない」 ということでした。 なので、 実際には 1 部の 3 位 4 位相当の南山大学が入れ替え戦に出てくるような状
況になると勝てる術がない、 準備がない、 というのが昨シーズンの入れ替え戦であったように思います。
　この目標のまま、色々な反省をし、練習を改善しながら来シーズン取り組んだとしても、再度同じような状況になったときはきっ
と勝てないと思います。 そこで、 コーチや新キャプテンの吉見とも話し合い、 来シーズンの目標を更に高く “ 一部昇格、 再来
年一部優勝 ” と掲げました。

　具体的には、新たに関西の上位校に指導経験のある南川さんをストレングスコーチとして招き、一部の上位にも負けないフィ
ジカルに向けて筋力トレーニングを強化したり、 各セクションにてプレーやアサイメントの理解を深めるためにミーティングを充実さ
せたりと、 少しずつではありますが新しい取り組みを始めています。
　正直、 これまでこのような高い目標を明確に掲げたことはありませんので、 どうしたら達成できるのかは手探りであることは否
めません。 ですが、 新チームのスローガンである 「ALLFORWIN」 のもと、 選手・スタッフ・コーチが本気になって取り組めば、
不可能ではないと信じています。 今年は今まで以上のチャレンジをし、 一部上位に匹敵するような過去最強の
PHANTOMS になるべく取り組んでまいりますので、 今シーズンも引き続き温かいご支援ご声援のほど、 何卒よろしくお願い
いたします。

監督 長谷川　隆
(2004 年度卒）
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――現在のチーム状況について
  今年は各セクションで新しい取り組みを多く行なっており、 慣れていない練習メニューにチー
ム一同困惑することもありましたが、 ようやくチーム一丸で 「一部昇格」 という目標に向かい
始めたと思います。
　最近は新 3.4 回生が上回生としての自覚を以前より持ち、指摘の声が以前より多くなり、
新 2 回生は自分自身が強くなるために熱心に練習に取り組む姿勢が見られ、 良い雰囲気
になってきてると思います。 しかし、 今チームで課題としてる 「最後までやりきる」 という所が
まだまだ甘いと感じます。
　今年はいかに一人一人がチームの一員として自覚を持ち、 目標に向かってどこまでやらな
いといかないのか、 という所を考えることが重要になると思います。 チーム全員が強い意志を
持ち、「最後までやりきる」 ことができるようになれば、「一部昇格」 はもちろん、その先の 「一
部優勝」 という目標に近づけると思います。 新入生が来るまで後 2 ヶ月ほどですが、 それ

までにチームの当たり前のレベルを主将としてさらに引き上げたいと思います。

――フィジカルアップの成果状況について
  今年の新しい取り組みとして、 特にフィジカルアップ期間を強化し、 週 5 回の筋トレにすること、 また、 食事管理を徹底す
ることで、 チーム全体的にフィジカルアップしてきていると感じます。 しかし、 まだまだ一部のレベルとは言えません。 マックス測
定までの残り 1 ヶ月で、 さらなるフィジカル強化に努めたいと思います。

――春期練習計画の方針について
  グラウンド練習は、 2 月までは確認のメニューが多く、 3 月から本格的な練習が始まります。 4 月からは新入生歓迎でな
かなか練習の時間が取れないため、 一回一回の練習を大切に行うように、 チームに言い聞かせてやっていこうと思っています。
　また、 今年は一部レベルのフィジカルを手に入れるため、 筋トレを行う期間をより長く取れるように、 新歓期と春シーズン期
を早めに切り上げフィジカル期間にすぐ移行できるよう、 各セクションしっかり準備していきます。

――現在のチーム状況について
  スタッフチームは春休みに行う活動を TR.AS.MG のチーフそれぞれが目標を設定し、 ター
ムを作成しました。 これをもとに各セクションに特化した活動を進めています。
「礎」 ( いしずえ ) をスタッフスローガンとし、 部を支える組織を築き上げている最中です。

――フィジカルアップの成果状況について
  今までの食事写メに加えてマイフィットネスパルを導入し、 TR が管理をしています。
　パートの選手が１日摂った食事についてコメントをするのに加えて、 マイフィットネスパルで
算出された摂取カロリーをまとめて体重の増減や栄養価についてアドバイスをしています。

――春期練習計画の方針について
  春季練習ではチーフを中心とし、 各セクションに特化した活動を増やしていきます。
　TR は新入生への筋トレ指導をすることと栄養について知識を増やすことの２つを目標にしています。 実際に自分が筋トレを
行ってみることで力の入れ方や身体の使い方が理解できると考え、 OB の方に筋トレの勉強会を実施してもらっています。
　AS はシーズンに向けてプレーの知識とプレイリストについての勉強会を AS 全体で月に一回、 ODK 別に月に一回、 計二
回行っています。 シーズンではスカウティングした映像を Hudl で配信した後、 プレイリストを全員が作成できるようになる予定
です。
　MG では部費の集金と今まで不明確だった保険の申請について制度化を行い、 会計の仕事を効率化させています。 さら
に広報に力を入れ、 今まで以上に保護者の方や地域の方にファントムズを応援していただけるよう SNS やグッズ作成に力を
入れています。
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＃403　榎谷 悠香子
( 新 4 回生）

ヘッドマネージャー

＃21　吉見 良太
( 新 4 回生）

主　将



――現在のチーム状況について
  今は徹底的にフィジカル、 パートごとの基礎練を中心にやっています。
試合形式もなく単調な練習が多いですが、 今の練習が必ず一部昇格、 一部優勝に
繋がるので、 ひとつひとつの練習をこだわってやっていきたいです。

――フィジカルアップの成果状況について
  昨シーズンに比べ見た目も、 数値もおおきく変化したひとも多いですが、 まだまだ一部
上位校には劣っているので、 まずは目先の MAX 測定で成果がでるよう頑張っていきま
す︕

――春期練習計画の方針について
  今年のオフェンスは新しく導入するシステムやアサイメントが多いので、 2 月はインストー
ルを重点的に行っています。

徐々に強度をあげていき、 春シーズンには一部校相手にしっかり戦えるオフェンスを作っていきます︕

――現在のチーム状況について
  ス今チームのタームはフィジカル期であり、 筋トレや食事管理を行い大きく強い体を作る
ことに重きをおいています。 また平行してインストール期でもあるためミーティングや勉強会
を多く行いプレーの理解度を高めたり、 新しいプレーをインストールしたりしています。 体と
頭両方を鍛え春には大きく成長した姿を見せられるそうに日々精進します。

――フィジカルアップの成果状況について
  週５回の筋トレをノルマとし、 筋肥大をメインに行ってきてみるみる体が大きくなっていく
下級生を見て非常に頼もしいと感じています。 これからは最大発揮力を上げるトレーニン
グに徐々にシフトしていきます。 3 月の Max 測定では皆、 目標を達成できるようにこれ
からもトレーニングしていきます。

――春期練習計画の方針について
  3 月にはゴリラーズ戦があり、 ウェルカムボウル、 OB 戦、 春フェスタと今後試合が続いていきます。 今は新プレーのインストー
ルがメインですが今後強度を上げていき精度を高め、 新しい武器として立派に使えるようにしていきます。 春のフェスタでは去
年負けた南山大学との試合もあります。 先輩方のリベンジを果たすべく日々精進していきます。

――現在のチーム状況について
  現在はフィジカル期で、 チーム全体でフィジカルアップに励んでいます。 昨年度までとは
異なりグラウンドでの練習を減らし、 筋トレを多く行なっています。

――フィジカルアップの成果状況について
  フィジカル期を通して、チーム全体の体重、筋トレの数値共に上昇しています。 しかし、
全員が伸びているわけではなく、 あまり伸びが見られない人もいるので、 新歓期第 2 フィ
ジカル期等では全員がサイズアップしなければなりません。

――春期練習計画の方針について
  キッキングにおいても昨シーズンとは違うアサイメントになるのでしっかりとインストールを行
いたいです。 キッキングはオフェンス、ディフェンスより軽視されがちなので、今シーズンはしっ
かりと、位置づけをあげ、一部上位に通用するキッキングチームを作り上げていきたいです。

-3-

＃34　岩島 宏大
( 新 4 回生）

副将／ディフェンスリーダー

＃4　市野 央崇
( 新 4 回生）

オフェンスリーダー

＃99　竹内 脩也
( 新 4 回生）

スペシャルチームリーダー



――現在のチーム状況について
  春休みが始まり、 リクルート前最後の練習期間が始まりました。 今年は 2 月をフィジカ
ル期とし、 筋トレを中心に行なっています。 南川 SC を新しく迎え、 選手はもちろんスタッ
フもいろんな知識をつけ、 より一層力をいれてトレーニングを行うことができています。 この
春休みで 1 部定着、 来季は一部で優勝できるようなチームの基礎づくりをしていく予定
です。

――フィジカルアップの成果状況について
  テスト中の食事の写メ、 アプリを使ってのカロリーや必要な栄養素の管理をしています。
また、筋トレノートもより使いやすく、効果的に働くよう改善をしました。 その成果もあって、
少しずつ体重が増え、 筋トレの数値が伸びてきた選手もいます。 ただ、 それはしっかりと
使えてる選手の話です。 うまく活用できていない選手、 忙しくてなかなか続かない選手も
います。
　今後は選手がアプリやノートをもっと積極的に利用して、 効率よくフィジカルアップしてもら

えるように様々な取り組みをしていきたいと思います。 1 部に通用するフィジカルを選手みんなに手に入れてもらえるよう頑張り
ます。

――春期練習計画の方針について
  チームの基礎づくりに欠かせない 2 ヶ月になると思います。 全ての基礎になる強いフィジカルを身につけ、 ミーティングなどでア
メフトの知識の定着を試みます。 3 月に行われるゴリラーズ戦や 4 月のウェルカムボウルに向けて、 また、 これから私たちの力
になってくれるであろう新入生を万全の状態で迎えるためにも練習に励みたいと思います。
　そのためには私たちスタッフの成長も欠かせません。 選手たちがより練習に集中できる環境をつくっていくためにも、 各セクショ
ンが自分たちに何ができるかをもう一度考えて、 よりチームに貢献できるスタッフチームになっていきたいです。 頼れる後輩たち
ばかりなので、 きっと実現できると思います。
　まだまだ始まったばかりだと思っていた新チームももう 3 ヶ月経ちました。 思うようにいかないこともたくさんありますが、 1 部昇
格そして 1 部優勝にむけて学生生活最後の 1 年間、 全力を尽くします。
これからも熱いご声援よろしくお願いします︕

――現在のチーム状況について
  この度、 2018 年度リクルートリーダーを勤めさせていただきます、 新 3 回生の伊藤大
智です。 よろしくお願い致します。 テスト週間も終わり、 1 部リーグ昇格に向けてチーム
一丸となって日々練習に努めています。
　先日行われた方針発表で、 各セクションごとの今シーズンの方針をコーチ ・ 現役含めて
全員で確認したことにより、 より一層チームの雰囲気が引き締まっているように感じます。
これからも、 チーム全員が同じ方向を向いて練習していけるよう頑張っていきます。

――フィジカルアップの成果状況について
  昨年度の入れ替え戦 ( 南山戦 ) での敗北の要因として、 フィジカル不足が挙げられま
した。 1 部リーグ常連校との、 体のサイズ、 パワー、 スピードを含めたフィジカルの差を
痛感させられた試合となりました。
　このことを上回生中心に掘り下げ、 オフシーズンはフィジカルアップに特に重点を置いて
練習に励んでいます。 学年関係なく、 選手全員が順調に体重を増やしており、 トレー

ニング面においても、 1 回生の選手でトレーニングの数値がチームトップになりそうな人もいます。 今後も全員で切磋琢磨しな
がら、 1 部常連校に負けないようなフィジカルを身につけていきます。

――春期練習計画の方針について
  方針発表で各セクションリーダーからお話があったように、今年は ODK 全てで新しいことにチャレンジしています。 これは全て、
1 部常連校に勝利する為のものであり、 常にそこを意識しながら練習していきたいと思っております。
　二度と同じような思いをしないように、 自分に厳しく、 この春の練習に取り組んでいきます。 今後とも、 応援よろしくお願い
致します。
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＃539　小林 芽生
( 新 4 回生）

主　務

＃10　伊藤 大智
( 新 3 回生）

リクルートリーダー



――2018 チーム活動方針発表
  いつもお世話になっております。 新 3 回生 DB の白木です。
2/10 に今シーズンに向けての方針発表がありました。 特にオフェンス、 ディフェンスにお
いては新しく導入することが多く、 ディフェンスの僕としてはディフェンスのテーマである ”
clever ” という言葉のもともっとアメフトについて深く知り、 プレイを理解していかなければ
ならないなと感じました。
　また、 普段はあまり聞くことのできない話を長谷川監督から聞くという機会があり、 新
鮮で身の引き締まる思いになりました。
　今シーズンの目標である 1 部優勝に向けて、 今シーズンを 2 部優勝、 １部昇格と
いう最高の形で締められるように今年 1 年戦い抜いていきます。
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2018年
スタッフチーム
方針発表

スタッフチームスローガン

「礎」
・礎とは、物事の基礎となる大切なもの。家屋や橋などの柱の下に据える土台石。
・スタッフチームがphantomsを支える礎となり、今年からさらに大きな組織になることを見通して一部定着
に貢献するため、各セクションが機能的に活動する。

いしずえ

AS
―アナライジングチーム―

チーム戦術や個人技術を深めるために必要不
可欠なビデオ撮影・編集作業や、チーム内で
素早く映像共有を行うためのネットワーク・
Hudl管理を行う。ODK部門に分かれ、自他
チームのプレイを様々な角度から分析・検証
し、選手のプレーに関するサポートを行う。

家
城

薫

# 521
主な仕事 目標

・練習中のビデオ撮影
・ビデオカメラ・ス
ポッター管理
・ODK別のサポート
・撮影した映像をHudl
ネットワークに展開

・スカウティング
・Play by play作成

etc…

・Playlistの完成
・選手が行っているスカウ
ティングをASが代わりにや
れるレベルまで上げる。
・勉強会を月2回し、知識を
増やす。

TR
―トレーナーチーム―

選手のパフォーマンスを向上させるために
様々な取り組みを行う。選手のコンディ
ションを整えるストレッチやリハビリ、体
重管理、食事・栄養管理などについて、専
門のアスレチックトレーナーや薬剤師の指
導のもと、管理・指導を行っている。チー
ムドクターとも連携を取り、試合や練習の
際の怪我に迅速に対応している。

遠
藤

睦
子

#414 主な仕事

・栄養（食事写メ）
・体重、カロリー管理
・MAX測定
・テーピング
・障害報告
・怪我対応
・チームドクターと連携

etc…

目標
・栄養の知識を増やす。
・新入生加入前にテーピ
ングを完璧に。
・筋トレの知識を増やし、
パートのTRがコメントで
きるようにする。

MG
―マネージャーチームー

チームに関わりのあるあらゆるマネジメン
トを行う。出店グッズ販売など試合環境の
設備、会計業務、広報対応、ファンクラブ
等の他組織との連携、定期的な選手の防具
点検などの仕事を行っており、MGなくして
はチームの運営が成り立たない重責を担っ
ている。

酒
井

栞
里

#626 主な仕事
・会計
・QBクラブ
・保護者への連絡
・保険申請
・ユニホーム管理
・防具点検
・エイプス作成
・グッズ作成
・新聞社まわり

etc…

・保険の申請の明確化
・会計を効率よくさせる。
・試合の観客を増やすため
の広報の工夫
・イラストレーターを全員
使えるようにする。

目標

DB ＃9　白木 克憲
( 新 3 回生）



――ストレングス＆コンディショニングコーチ紹介

  今シーズンより、ファントムズのストレングスコーチをさせていただく、南川太志と申します。
何卒よろしくお願いいたします。

　はじめに、 私の経歴とファントムズ SC に就任するに至った経緯を簡単にお話しさせてい
ただきます。 私は2016年まで、京都大学アメリカンフットボール部で学生ストレングスコー
チをしておりました。 2017 年より、 社会人アメフトチーム、 パナソニックインパルスのフル
タイムストレングスコーチとして活動しております。 そこでパナソニック現役 OL で、 岐阜大
学 OB の後藤選手から、 「月に一度でも」 とのことでご依頼を頂いたのが、 ファントムズ
SC となるきっかけでした。

　限られた指導日数の中で、ファントムズが一部の上位校と対等以上に戦えるフィジカルを手に入れ、目標を実現するために、
私が果たすべき最も重要な仕事は、 担当コーチ、 トレーナー陣のトレーニングに関わる専門的な教育にあると考えております。

　具体的には、 正しいトレーニング知識・技術の提供そして、 効果的なトレーニングを行うための計画づくりのサポートなどです。
また、私自身、同じ国立大学の出身ですので、勧誘やテスト期間中のトレーニング、トレーニング未経験の新入生への指導、
育成などにも、 アドバイスができたらと思っております。

　選手への直接指導が少ない関わり方は私自身初めてでしたので、 多少不安もあったのが正直なところでした。 しかし、 宇
野コーチが毎回の指導を理解し、 しっかりチームに伝えてくれていますし、 何より吉見キャプテンの強いリーダーシップのもと、
実際に選手たちは来るたびに上達していると感じています。 まだ３ヶ月ではありますが、 現役コーチ ・ 選手主体のやり方に手
応えを感じつつあります。
　トレーニングによるフィジカル能力の向上には、 継続が不可欠です。 トレーニグの継続を生むのは、 意図の理解と、 強くな
りたいという想いだと考えます。 この理解の部分を、 年間通してファントムズにお伝えし続けることに尽力し、 選手、 スタッフの
想いを加速させることを目指します。 何卒よろしくお願い致します。
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　南 川 太 志

ストレングス
＆コンディショニングコーチ



――岐阜大学フットボールデー 2018 キッズ体験会 in マーサ 21 を終えて
  お世話になっております。 新 3 回生の地域貢献リーダー早川徹です。
　2 月 25 日にマーサスクエア 1 階で地域貢献活動の一環としてアメフトキッズ体験会を
フラッグのリトルファントムズさんとチアリーディング部のスターズさんと協力して行いました。
　内容としては、最初にアメフトのデモンストレーションやチアダンス、フラッグの発表を行い、
そこから子どもを対象としたアメフトの体験会を行いました。
　実際に 167 人の子どもが体験をしてくださり、 大盛況でした。 中にはこの体験を通し
てリトルファントムズに入りたいと入部届けをもらっていた子が何人もいて、 フットボールの
魅力が伝わっていたのをとても嬉しく思いました。
　主催者側である私達もこのイベントを通して参加していただいた子供達から多くの元気
をもらいました。 これからも地域貢献活動を続けていき、 フットボール、 ファントムズを知っ
てもらい地域の方により応援してもらえるチームにしていきたいと思います。
　これからも応援のほどよろしくお願いいたします。

――近隣小学校への 『あいさつ運動』 実施報告
  Phantoms2 年 LB の佐藤です。
　2 月 14 日に長良小学校で、 2 月 16 日に則武小学校で挨拶運動を行いました。
挨拶を通して、 小学生の笑顔をたくさん見ることができました。
　また、 アメフトに興味を持ってくれていた小学生もいたので、 嬉しかったです。 こうした
地 域 貢 献 を 通 し て、
Phantoms が地域の方々
から愛される団体になって
いきたいです。

【挨拶運動実施日時】
2/14　長良小学校 ・ 

長良西小学校
2/15　長良東小学校
2/16　   則武小学校
2/20     城西小学校
2/21　   常盤小学校
2/22     附属小学校
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QB ＃1　早川　徹
( 新 3 回生）

地域貢献リーダー

LB ＃63　佐藤　丞
( 新 3 回生）



――スタッフ活動報告（AS)
　いつもお世話になっております。 アナライジング (AS) 新三回生の松原あかねです。
　さて、 グラウンドの練習が少なくなるオフシーズンとなりアナライジング (AS) ではさらなる
知識の向上を目指して日々アメフトの勉強をしています。 そのために昨年よりも戦術面
からの手厚いサポートができるように、 学生コーチを交えてオフェンス、 ディフェンス、 キッ
クの各セクションでの勉強会に力を
入れています。
　また、 今年からこの 3 セクション
のチーフを設けるという新しい試み
も始めました。 いずれは選手とと
もに戦術を考え、 アドバイスまで
出来るような存在となれるようにス
タッフでできるところを少しずつです

が行うように頑張っています。
　理想的な形になれるまでには時間がかかるとは思いますが、 その礎が
築けるように現在はさまざまなことに取り組んでいます。 是非、 今シー
ズンも PHANTOMS への温かいご声援をよろしくお願い致します

――スタッフ活動報告（TR)
  いつもお世話になっております。 トレーナー新二回生の横井胡桃です。
　オフシーズンに入った今は新回生になる上でトレーナーとしての知識を増やすことを目標
にがんばっています。 先輩方に頼ってばかりだったテーピングも次は教える側としてできるよ
うに練習しています。
　また選手の体重管理、 栄養管理、 筋
トレなどもトレーナーの仕事として、 講習を
受けたり、 実際に筋トレを体験したりしてい
ます。 選手を全力でサポートし、 一緒に
一部昇格を目指してがんばります︕これか
らも応援宜しくお願い致します。

――地域貢献活動 ( 献血活動）報告
  お世話になっております。 新 2 回生の坂上貴彦です。
　昨年末の献血活動について報告します。 昨年末の 12 月 13 日にファントムズの中で
有志を募り献血に参加しました。 選
手、 スタッフ、 学年問わず参加する
姿から少しでも社会貢献をしたいとい
う思いが伝わってきました。 待合室で
はファントムズだけでなく、 一般の方々
の姿も多くあったのが驚きでした。
　私もファントムズに所属している間は
勿論、 社会人になってからも献血に
参加していきたいと思いました。 次回
の献血は今回よりも多くの人の参加を
期待しています。
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＃616　横井　胡桃
( 新 2 回生）

＃104　松原 あかね
( 新 3 回生）

RB ＃28　坂上 貴彦
( 新 2 回生）



――フィジカルアップの成果状況について
　1 月から 2 月はフィジカル期とチームで定め、 筋トレを週 5 回としました。
　その分練習の機会が減りましたがフィジカルアップのために頑張っています。
　みんな 1 月よりも筋トレの数
値が上がってきていて意味のあ
る期間になっていると思います。 
　3 月からはフットボール期に入
ります。 練習が多くなり、 アメ
フトらしいことができるのでテン
ション上げてやっていきたいで
す。

――ディフェンス活動状況について
  お疲れ様です、 新三回生で DB の五藤です。
寒さは続きますが日はだいぶ長くなり練習しやすい気候になってきました。
 新体制になりテストも終わり練習に集中できるようになりました。 いろいろ変わり筋トレで
はよりフィジカルアップできるように方法が変わり、 ディフェンスでも今までにやったことがない
ことをやり頭の面でしっかり理解してどのプレーに強く、 またどのプレーが弱点かを上回生だ
けでなくみんなが分かってないといけません。
 今の目標は二部優勝し一部昇格、 更に来
年に一部優勝を掲げているので日々強くなる
ことを目指して頑張ります。

――オフェンス活動状況について
  新 2 回生、 RB32 番の結城慶法です。
　今年のオフェンスは、 川口潤コーチを中心に新システムの導入を行い、 新たな
phantoms オフェンスを作り上げようと頑張っています。 新システムのインストールには、
パートごとに勉強会やミーティングを行い、 戸惑うこ
とも多々ありますが、 プレイの曖昧さを無くし、 ひと
つの強力なオフェンスチームが出来上がりつつありま
す。
　また、 先日岐阜大学で行われた RB 道場では、
中村多聞さんの指導により、 今まであった RB とし
ての常識が覆され、 多くの刺激をもらいながら技術
の向上につながりました。 今後も、RBの先輩方や、
同期の仲間、 多くの方の助言をいただきながらチー
ムに貢献できる RB に成長できるよう頑張ります。    

                                             応援よろしくお願いします。
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＃79　北川 大祐
( 新 4 回生）

ストレングスリーダー

RB ＃28　結城 慶法
( 新 2 回生）

＃7　五藤 真永
( 新 3 回生）

DB リーダー



ヘッドマネージャー

Q1 お互いの印象は︖
毛利 : 常にアメフトについて考えていると
思うほどアメフトに熱く情熱を持っているとい
う印象です。
柴田 : 容姿端麗で落ち着いた感じだが抜
けているところがあり、 奥底に面白さを秘
めている印象です。

Q2 パートでの思い出は︖
柴田 : 色々な外部の人が来てくださり、
充実した練習に取り組むことができました。
先輩がちゃんと言ってくださるので、 お互い
が指摘できる雰囲気でした。
毛利 : アサインメントなどの勉強会をしたり
ビフォアー、 アフターで足りない部分を補
い、 必死についていった一年でした。

Q3WRの魅力は︖
柴田 :キャッチが全てではなく、パスをキャッ
チするまでのルートやディフェンスの抜き方、
ブロックの仕方などを研究し、 最善の方
法をもつけて行くところも面白いです。

Q4メンバーそれぞれの持ち味は︖
毛利 :市野さん、 スピードとキャッチ
承太郎さん、 キレとキャッチ
柴田 : たけとさん、 アメフト I.Q
おだけんさん、 オールラウンダー
よっぴー、 スピードとバネ

Q5 これからのビジョンは︖
柴田 : 来年はおだけんさんしか先輩が残
らず、 自分たちが先輩になる自覚を持っ
て意識を高めたトレーニングを積み重ねて
行きます︕

We are, 
Wide receiver
We are, 
Wide receiver

パスプレイの際にクォーターバックから投げられたパス

をキャッチすることが主な役割である。クォーターバッ

クとともにパスプレイの主役となるポジション。単にレ

シーバー、またはワイドアウト(Wideout)とも呼ばれる

。主に足の速さと確実な捕球能力や、ほかには敵ディフ

ェンシブバックに競り勝つ身長の高さや腕の長さが要求

される。

パスプレイの際にクォーターバックから投げられたパス

をキャッチすることが主な役割である。クォーターバッ

クとともにパスプレイの主役となるポジション。単にレ

シーバー、またはワイドアウト(Wideout)とも呼ばれる

。主に足の速さと確実な捕球能力や、ほかには敵ディフ

ェンシブバックに競り勝つ身長の高さや腕の長さが要求

される。

3月17日(土)13:00＠岐阜大柳戸　VSゴリラーズ（交流戦）
4月15日(日)13:00＠岐阜大柳戸　VSいそのスーパースターズ（第12回ウェルカムボウル）
5月　6日(日)13:00＠岐阜大柳戸　VS岐阜大学OB（第25回OB戦）
5月19日(土)　未定 ＠東員町スポーツ公園陸上競技場　VS南山大学（フットボールフェスタ・有料）
6月　3日(日)  未定 ＠四日市中央緑地公園陸競技場   VS信州大学（フットボールフェスタ・有料）
7月  8日(日)14:00＠岐阜大柳戸　VS 愛知大学（新人戦）　※父母会総会・懇親会
8月10~14日　＠山野スポーツセンター（富山市）　夏期強化合宿

2018年3月4日現在

2018春期試合全日程
※ スケジュールは多少変更になる可能性があります。

WR座談会　＃81柴田志×#84毛利暢希＠クラブハウスWR座談会　＃81柴田志×#84毛利暢希＠クラブハウス
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父母会登録・ファンクラブ入会・DVD販売等について

▼父母会特典

　・データでの APS の発送

　・公式戦有料チケットに関するサービス

　・ファントムズグッズの会員価格販売 な

phantomsjp@yahoo.co.jp

◆金融機関名　十六銀行　 　　◆金融機関コード　0153 
◆支店名　　　黒野支店　　　◆支店コード　　　111
◆口座番号　普通 1532865
◆口座名義　岐阜大学アメリカンフットボール部父母会　谷口綾菜
◆お振り込み金額 1口 5,000 円 ( 原則として 3口以上 )

　 APS の発行にあたりまして、 毎回の印刷代や送付代等
がかかっております。 そこで保護者の方々には毎年 APS の
活動資金を頂いております。 基本的には、 APS 作成費
や郵送費として使わせていただき、 残りの資金は練習中の
お茶やテーピング代、 部員の健康管理のための資金として
使用させて頂いております。 　
　一部の強豪校にも通用する身体作り、 練習計画を行っ
ていくためには、 皆様の応援が必要不可欠であります。 選
手、 スタッフ一同全力で来シーズンに向け準備を行います
ので、 何卒ご声援をいただけますようお願い申し上げます。
　振込先の口座は下記の通りです。

　お振込の際はお間違えのないよう宜しくお願い致します。
ご不明な点は会計担当ＭＧの近藤までお問合せ下さい。
なお、 振込手数料は大変お手数ですが、 お振込者にて
御負担をお願いいたします。 誠に恐縮ではございますが、
何卒ご理解、 ご協力のほど、 よろしくお願い申し上げます。
　なお、 今年度の決算報告（詳細内訳）につきましては、
次号にて掲載させて頂くことを予定しています。
　また、 保護者の皆様方に父母会登録といたしまして、 メー
ルアドレス (PC) の登録をお勧めしております。 登録をご希
望の方は、 お名前を添えて送っていただきますようお願いし
ます。 スケジュールや練習等の質問もこちらのアドレスにて受
付いたしております。 以下までご連絡のほどお願いいたしま
す。

　
　末尾になりましたが、 今年度の本誌発刊予定は下記を
予定しています。 今年度も引き続きご愛顧頂けますようお
願い申し上げます。

　

【４回生ご父兄の皆様へ】
　いつもお世話になっております。 ４年間ファントムズへの多
大なるご支援有難うございました。 皆様の暖かいご支援の
おかげでなんとか乗り切ることができました。 心より御礼を申
し上げます。
　是非ともこれからも引き続き、 皆様方に応援をして頂きた
く、 次号においてファンクラブのご案内をさせて頂きます。 特
典内容等ご確認を頂きまして、 ご入会を頂ければ大変嬉
しく思います。 皆様のご期待に添えるよう、 より高いレベル
で戦えるように日々努力していきます。
　これからも変わらぬ暖かいご支援、 ご声援の程宜しくお願
い致します。

【2017 シーズン DVD好評販売中】
　皆様方より大変ご要望の高かったゲーム DVD が好評発
売中です。 今シーズンからは制作の一部について、 外注
委託を行う事により、 より完成度の高いものに仕上がる予
定です。 是非ともお申し込みのほど、 宜しくお願い申し上
げます。
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2018APS 発刊予定について 

号 
原稿 
依頼日 

最終 
校正日 

 考備 日送発

1 12/30      1/20       1/23 【特集】新体制、四日市ボウル、連盟総会報告、DVD 販売 
2 2/17　 3/3  3/6 活動状況報告、リクルート活動、方針発表、春期予定、決算報告 
3 3/10 3/31  4/3  活動状況報告、方針発表、春期予定、寄付金依頼(1) 
4 4/21 5/5 5/8 【特集】春期試合予定、方針発表、新人戦案内、チケット等同封 
5 5/5 5/26 5/29 【特集】新入選手紹介、春期結果報告、父母会総会案内 
6 6/16 6/30        7/3 【特集】夏期合宿案内、寄付金依頼(2) 
7 8/18 9/1 9/4 【特集】秋期リーグ戦直前分析、チケット等同封、イヤーブック同封 
8 10/6 10/27 10/30 【特集】秋期リーグ戦序盤    案内 寄付金御礼 
9 10/30 11/10 11/13 【特集】入れ替え戦、チケット同封、納会案内(1)、チケット等同封 

10 11/17 12/8 12/11 【特集】四回生引退、新主将、四日市ボウル、納会案内(2)、チケット同封 
 


